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し始めた事も一留になっている。ドイツ人教師 J.L. Yanson (1880年来日、獣医学)、 Osker
























[表-1] 日本の産業別の生産高 (1914年から1929年) 単位100万円
農業 水産業 鉱業 工業 総生産高
1914年 1.401.0 57.2 56.6 1，371.6 3.086.4 
(45.4%) (5.1%) (5.1 %) (44.4%) (100%) 
1919年 4，162.2 454.7 514.1 6，737.6 11.868.6 
(35.1%) (3.8%) (4.3%) (56.8%) (100%) 
1929年 3，261.0 559.2 384.6 7，716.7 1，921.5 







































校法人であるかによりそれぞれ国立大学 (98校、入学定員 101，253人)、公立大学 (52校、入学
定員 16，284人)及び私立大学 (415校、入学定員 348，428人)に分類される。この他に文部省
が所管する特殊法人として放送大学(1校)が設置されている。
その中で、農学関連学部を有する 4年寄せ大学は49校存在する(水産学関係を除く)。その内訳


























































国立 公立 私立 計
農学部 28 (5，904) 2 (275) 6 (3，770) 36 ( 9，49) 
園芸学部 1 ( 230) 。(0) 1 ( 200) 2 ( 430) 
獣医畜産学部 。( 0) o ( 0) 2 ( 550) 2 ( 550) 
獣医学部 1 ( 40) 。(0) 1 ( 220) 2 ( 260) 
蓄産学部 1 ( 266) 。(0) o ( 0) 1 ( 266) 
農獣震学部 o ( 0) o ( 0) 1 (1，410) 1 ( 1，40) 
酪農学部 o ( 0) 。(0) 1 ( 600) 1 ( 600) 
生物資源学部 1 ( 306) 2 (180) 。( 0) 3 ( 486) 
生物生産学部 1 ( 130) o ( 0) 。( 0) 1 ( 130) 
生物産業学部 o ( 0) o ( 0) 1 ( 310) 1 ( 310) 
生物資源学類 1 ( 150) o ( 0) o ( 0) 1 ( 150) 















毘立 公立 私立 計
昼間部 342 (101，253) 100 (16，284) 876 (348，428) 1，319 (465，965) 
夜間部 37( 3，061) 14 ( 849) 113 ( 23，260) 164 ( 27，170) 
計 379 (104，314) 114(17，133) 989 (371，688) 1，483 (493，135) 
(1995年5丹l日現在:
日本の大学の総学部数と総定員数に占める農学関連学部数並びに定員はそれぞれ 3.4%
(5111， 483)及び 2.9も(14，541/493，135) である。この事から、現在の臼本において、農学関連
学部学科の学生数が全体から見ると極めて少ないことが分かる。
農学関連大学技の研究科は 54 設置されている(表-5)。その内訳は国立大学 (39校、入学




農学研究科 26 (1，939) 2 (128) 
生物システム応用化学研究科 1 ( 52) o ( 0) 
農学生命科学研究科 1 ( 345) o ( 0) 
連合農学 6 ( 104) o ( 0) 
関芸学研究科 1 ( 50) o ( 0) 
獣医畜産学研究科 o ( 0) o ( 0) 
獣医学研究科 1 ( 19) o ( 0) 
連合獣医学研究科 2 ( 24) o ( 0) 
畜産学研究科 1 ( 56) o ( 0) 
酪農学研究科 o ( 0) o ( 0) 
39 (2，589) 2 (128) 
(1995年5月1日現在)
私立 計
7 (355) 35 (2，422) 
。(0) 1 ( 52) 
o ( 0) 1 ( 345) 
o ( 0) 6 ( 104) 
。(0) 1 ( 50) 
1 ( 16) 1 ( 16) 
4 (36) 5 ( 55) 
o ( 0) 2 ( 24) 
o ( 0) 1 ( 56) 
1 ( 14) 1 ( 14) 



















分野 学士 修士 博士 計
一般農学 681 128 810 
畜産学 2.653 443 230 3，326 
植物学 2，020 698 438 3，156 
土壌学 116 102 76 294 
農業ヒヲゃネス・経営 3.324 484 122 3，930 
社会科学 962 359 81 1，402 
天然、資源 3.825 1，030 283 5，138 
農業機械・工学 493 134 67 694 
食品学 1.463 453 195 2，111 
関連分野 1，493 288 334 2.115 
その他 2，399 216 33 2.648 








国立 ノ中1、.fL・ 私立 計
人文関係 o ( 0) 19 ( 1，360) 322 ( 54，判。) 341 ( 55，800) 
社会関係 4 ( 580) 20(2，015) 14 (23，465) 173 ( 26，060) 
教養関係 。( 0) 4 ( 310) 42 ( 6，785) 46 ( 7，095) 
工業関係 5 ( 125) 4 ( 270) 51 ( 8，100) 60 ( 8，495) 
農業関係 o ( 0) 1 ( 460) 12 ( 995) 23 ( 1，455) 
保健関係 69(3，130) 49 ( 2，675) 55 ( 4，740) 173 ( 10，545) 
家政関係 o ( 0) 27 ( 2，020) 266 ( 45，870) 293 ( 47，890) 
教育関係 。( 0) 15 ( 790) 241 (26，810) 256 ( 27，600) 
芸術関係 1 ( 10) 4 ( 290) 76 ( 9，160) 81 ( 9，460) 
その他 。( 0) o ( 0) 18 ( 2，970) 18 ( 2，970) 
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Current State of Agricultural Education 
in Japanese Universities and Associated Issues 
Atsushi T AJ1MA 
In 1886， Tokyo Imperial University (present-day University of Tokyo) was established as Japan' s first 
institution of higher education. In the ensuing 110 years， social and economic conditions in Japan have 
changed dramatically several times， as have the functions出atJapanese society has come to expect of its 
universities. Accorせingto Nagai (1965)， the Japanese university system can be divided into three periods: the 
period 1868ぺ918，1918-45，and the modem era since the end ofWorld WaτII. In the first two chapters of出e
present manuscript， the historical development of university education in general as well as agricultural 
education in Japanese universities during each of these three periods was discussed. 
In May 1991，出e “Standardsfor the Establishment of Universities" were amended. Consequently， 
universities throughout the counロγbeganself-monitoring and self-evaluation programs of their educational 
curricula and 陀searchactivities. Most universities have since revised their organization or are cu汀ently
looking into such児struc匂ring.Therefore， inthe出Iせandfoロhchapters of the present manuscript， current 
status and fu白虎prospectof出eagricul加raleducation at universities in Japan was discussed. 
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